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北
海
道
足
寄
高
等
学
校
（
笈
川
巧
校
長
、

以
下

：

足
寄
高
校
）
は
、
今
年
で
開
校
70

年

を
迎
え
る
十
勝
管
内
有
数
の
伝
統
校
で
、
卒

業
生
は
、
十
勝
管
内
は
も
と
よ
り
、
全
道
・

全
国
・
海
外
の
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

全
道
的
に
少
子
化
や
過
疎
化
が
進
む
中
、

足
寄
高
校
も
入
学
者
数
の
減
少
が
進
み
、
平

成
２
年
ま
で
の
５
間
口
を
ピ
ー
ク
に
平
成
13

年
以
降
は
２
間
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
教
育
委
員
会
が
策
定
す
る
「
公
立

高
等
学
校
配
置
計
画
」
で
は
、
１
学
年
１
間

口
と
な
っ
た
場
合
、
将
来
的
に
再
編
整
備
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
足
寄

高
校
存
続
の
た
め
に
は
１
学
年
２
間
口
（
41

人
以
上
）
の
入
学
者
確
保
が
必
要
で
す
。

　

地
元
か
ら
高
校
が
な
く
な
る
と
、
中
学
卒

業
生
の
進
路
範
囲
の
限
定
化
や
他
市
町
村
へ

の
進
学
に
よ
る
保
護
者
の
費
用
負
担
増
加
と

人
口
流
出
な
ど
、
地
域
活
力
の
低
下
や
衰
退

を
招
き
、
直
接
的
・
間
接
的
な
影
響
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
足
寄
高
校
の
存
続
は
地
域
の

存
続
を
図
る
上
で
中
心
的
か
つ
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
町
は
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、
入
学
者
確
保
に
向
け
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
そ
の
成
果
と
新
た
な
支
援
策
を

紹
介
し
ま
す
。

※
間
口
～
学
級
数
の
こ
と
。
１
間
口
の
生
徒

数
は
40

人
。

　

町
は
新
入
生
の
減
少
で
１
学
年
１
間
口
と

な
っ
た
平
成
23

年
度
以
降
、
足
寄
高
校
存
続

の
た
め
、
資
格
検
定
料
や
海
外
研
修
費
の
補

助
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
２
間
口
確
保
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
平
成
26

年
度
に
再
び
１
間

口
と
な
る
厳
し
い
経
験
も
あ
り
ま
し
た
が
、

学
力
向
上
の
た
め
の
公
設
民
営
塾
の
設
置
や

給
食
の
無
償
提
供
、
下
宿
機
能
を
併
せ
持
つ

多
目
的
交
流
施
設
を
開
設
す
る
な
ど
、
足
寄

高
校
へ
の
支
援
を
拡
充
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
支
援
策
が
実
を
結
び
、
平
成
29

年
度
に
は
17

年
振
り
に
入
学
者
が
60

人
と
な

り
、
７
年
振
り
と
な
る
全
学
年
２
間
口
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
野
球
部
も
４
年
振
り
に

復
活
す
る
な
ど
、
生
徒
数
の
増
加
に
伴
い
部

活
動
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
生
徒
の
入
学
者
は
52

人
の
う
ち
、

足
寄
中
学
校
か
ら
は
卒
業
生
52

人
中
36

人
が

入
学
。
地
元
か
ら
の
進
学
率
は
69

％
で
平
成

24

年
度
の
39

％
か
ら
上
昇
し
、
７
割
前
後
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
地
元
以
外
か
ら
の
新
入

生
16

人
は
隣
町
の
本
別
町
３
人
、
陸
別
町
２

人
の
ほ
か
、
帯
広
市
や
音
更
町
な
ど
か
ら
の

入
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。

足
寄
高
校
新
入
生
52

人
に
 

　
　
　

町
の
支
援
策
徐
々
に
成
果

「だから、足高へ行く。」
～足寄町は「足寄高校」の特色ある学校づくりを応援しています～

地元からの進学者数の推移（卒業年度）

足寄高校入学者数の推移（入学年度）

平
成
30
年
度
卒
業
生　

進
路
決
定
・
合
格
先

〈
進
学
〉

【
４
年
制
大
学
】

（
国
公
立
大
学
）

●
室
蘭
工
業
大
学
●
弘
前
大
学
●
釧
路
公
立
大
学 

●
名
寄
市
立
大
学
●
福
知
山
公
立
大
学

（
私
立
大
学
）

●
同
志
社
大
学
●
立
命
館
大
学
●
関
西
大
学
●
東

洋
大
学
●
北
海
学
園
大
学
●
北
星
学
園
大
学
●
藤

女
子
大
学
●
札
幌
大
学
●
札
幌
学
院
大
学
●
札
幌

国
際
大
学
●
北
海
道
情
報
大
学

【
短
期
大
学
】

●
北
星
学
園
大
学
短
期
大
学
部
●
札
幌
国
際
大
学

短
期
大
学
部
●
帯
広
大
谷
短
期
大
学

【
専
門
学
校
・
各
種
学
校
】

（
準
大
学
）

●
北
海
道
立
農
業
大
学
校
●
北
海
道
職
業
能
力
開

発
大
学
校

（
看
護
学
校
）

●
旭
川
厚
生
看
護
専
門
学
校

（
そ
の
他
）

●
札
幌
ス
ポ
ー
ツ
＆
メ
デ
ィ
カ
ル
専
門
学
校
●
札

幌
科
学
技
術
専
門
学
校
●
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ー
ト

専
門
学
校
●
札
幌
ス
イ
ー
ツ
＆
カ
フ
ェ
専
門
学
校 

●
大
原
簿
記
情
報
専
門
学
校
札
幌
校
●
北
海
道
芸

術
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
●
経
専
北
海
道
保
育
専
門

学
校
●
専
門
学
校
札
幌
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
学
院
●

吉
田
学
園
動
物
看
護
専
門
学
校
●
札
幌
医
療
秘
書

福
士
専
門
学
校
●
帯
広
コ
ア
専
門
学
校

〈
就
職
〉

（
公
務
員
）

●
国
家
公
務
員
●
北
海
道
職
員
●
陸
別
町
職
員

（
民
間
企
業
）

●
株
式
会
社
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
●
株
式
会
社
富
士

メ
ガ
ネ
●
日
農
機
株
式
会
社
●
株
式
会
社
富
士
雄

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
●
十
勝
バ
ス
株
式
会
社 

●
道
東
舗
道
株
式
会
社
●
足
寄
町
社
会
福
祉
協
議

会
●
株
式
会
社
史
生
建
設

29
23

34 38 40 42
36

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

町内出身者数（人） 町外出身者数（人） 入学者数（人）

41

31

45
51

60
67

52

12

8

11
13

20
25

16

　

地
元
の
高
校
に
進
学
す
る
の
が
１
番
と

い
う
思
い
と
足
高
な
ら
で
は
の
充
実
し
た

支
援
が
あ
る
の
で
足
高
へ
の
進
学
を
決
め

ま
し
た
。
夏
休
み
の
公
務
員
志
望
者
向
け

の
特
別
講
習
や
模
擬
試
験
、
学
習
塾
の
お

か
げ
で
２
年
生
か
ら
本
格
的
に
進
路
実
現

に
向
け
て
勉
強
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
高
校
で
も
日
本
一
の
給
食

を
無
償
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
食
を
通

し
て
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

地
元
な
の
で
多
く
の
友
人
と
進
学
し
ま

し
た
。
カ
ナ
ダ
研
修
で
は
異
国
の
生
活
や

文
化
を
学
ぶ
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
所
属
し
た
弓
道
部
で
は
遠
征
費
の

助
成
を
い
た
だ
き
、
十
勝
大
会
男
子
団
体

戦
５
連
覇
を
果
た
す
な
ど
良
い
成
績
を
残

せ
ま
し
た
。
模
試
や
検
定
試
験
の
費
用
を

助
成
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
目
標
の
進
路

に
向
け
て
努
力
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

足
高
に
入
学
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

入
学
前
に
色
々
な
高
校
を
見
学
し
ま
し

た
が
、
地
元
を
離
れ
る
に
あ
た
り
、
家
庭

的
で
安
心
な
下
宿
が
あ
っ
た
こ
と
が
足
高

に
決
め
た
大
き
な
理
由
で
す
。
知
ら
な
い

土
地
で
不
安
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
友

人
も
で
き
学
校
生
活
以
外
で
も
多
く
の
方

と
知
り
合
う
事
で
第
２
の
ふ
る
さ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
学
で
し
っ
か
り
学
び
卒
業

後
は
お
世
話
に
な
っ
た
足
寄
町
に
恩
返
し

が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
き
ま
す
。

　

進
路
に
つ
い
て
最
初
は
進
学
を
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
２
年
生
の
と
き
、
友
達
に

誘
わ
れ
て
介
護
職
員
初
任
者
研
修
に
参
加

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
介
護
職
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
３
年
生
に
な
っ
て
か
ら
も

研
修
に
参
加
し
、
親
の
助
言
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
研
修
が
な
か
っ
た
ら
介
護
職

を
考
え
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
元
に
就
職
が
決
ま
り
、
親
や
周
り
の
人

た
ち
も
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
公
務
員
を
目
指
し

て
い
て
、
地
元
か
ら
近
く
、
希
望
の
進
路

実
現
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
あ
る
足

高
を
選
び
ま
し
た
。
通
学
費
の
補
助
を
受

け
、
バ
ス
で
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
就
職

活
動
を
す
る
上
で
検
定
を
た
く
さ
ん
受
け

て
お
い
た
方
が
よ
い
と
思
っ
た
と
き
に
検

定
費
の
支
援
は
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

人
に
恵
ま
れ
、
学
校
に
来
る
の
が
楽
し
い

と
思
え
た
３
年
間
の
足
高
生
活
で
し
た
。

松寿めぐみさん

足寄町出身

札幌地方検察庁

小林　大智さん

足寄町出身

室蘭工業大学

本多　祥人さん

山口県出身

北星学園大学

石澤優莉亜さん

足寄町出身

足寄町社会

福祉協議会

今野　麻梨さん

陸別町出身

陸別町役場

平成30年度卒業生へインタビュー

新
た
な
支
援

上利別の遊休施設を改修し、冬場

や雨天時に活用できる室内練習場

下宿希望者増を見据え民設公営で

新たに整備された「町多目的交流施設２」

47

58

48
52 52

57
52

29 23

34
38 40 42 36

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

足寄中学校卒業者数（人）

足寄高校入学者数（人）



45 ２０１９年（平成31年）４月号　広報あしょろ２０１９年（平成31年）４月号　広報あしょろ

３
月
26

日
（
１
日
目
）

　

午
後
２
時
、
訪
問
団
が
本
町
に
到
着
し
訪

問
記
念
と
し
て
足
型
工
房
で
足
型
を
採
取
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
足
寄
動
物
化
石
博
物
館

で
館
内
見
学
や
ミ
ニ
発
掘
を
体
験
。
午
後
６

時
か
ら
は
歓
迎
夕
食
会
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
町
関
係
者

な
ど
59

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３
月
27

日
（
２
日
目
）

　

足
寄
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
や
茶
道

部
、
弓
道
部
の
部
員
ら
と
と
も
に
、
け
ん
玉

や
竹
と
ん
ぼ
、
茶
道
、
弓
道
な
ど
を
体
験
。

足
寄
中
学
校
で
は
校
舎
を
見
学
し
た
ほ
か
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
や
卓
球
部
の
部
員
ら
と
ス

ポ
ー
ツ
で
交
流
し
ま
し
た
。

３
月
28

日
（
３
日
目
）

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
そ
れ
ぞ
れ

自
由
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

３
月
29

日
（
最
終
日
）

　

午
前
８
時
15

分
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
で
出

発
式
が
行
わ
れ
、
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ラ
ブ
ロ

ッ
ク
団
長
が
「
足
寄
町
の
皆
さ
ん
の
と
て
も

温
か
い
お
も
て
な
し
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
一
生
分
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
団
員
は
「
帰
り
た
く
な
い
、
こ

こ
に
残
り
た
い
」
と
涙
を
流
し
な
が
ら
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
別
れ
を
惜
し
み
、
足
寄

町
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

４
日
間
、
団
員
の
テ
ィ
ア
ナ
さ
ん

と
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
、
３
日
目
に
は
釧
路
市
内

で
博
物
館
や
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
安
藤
凜
佳

さ
ん

（
７
歳
）
は
「
お
互
い
に
似
顔
絵
を
描
い

て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
合
っ
た
。
上
手
く
描
け

た
似
顔
絵
を
テ
ィ
ア
ナ
さ
ん

は
喜
ん
で
く
れ
た
。

描
い
て
も
ら
っ
た
絵
も
と
て
も
上
手
で
、
家

に
飾
っ
て
い
る
」
と
思
い
出
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

ウェタスキウィン市訪問団 ※敬称略

氏　　　　名
ホスト

ファミリー

ティアナ・オーリッチ・タングウェイ 中学１年 安藤　達郎 

シエラ・レハウム・ラブロック 中学３年 @村　奈々

カトリーナ・へインリックス 中学３年

佐藤　大輔

ダニア・ペソア 高校１年

ジョシュア・コーウェンズ 高校１年 弓削　信治

ステファニー・ラブロック

引　　率 西岡　　潤

カミール・ペソア

　

３
月
26
日
か
ら
29
日
ま
で
、
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ラ
ブ
ロ
ッ
ク
さ
ん

を
団
長
と
し
た
中
学
生

３
人
、
高
校
生
２
人
、
引
率
２
人
の
計
７
人
の
訪
問
団
が
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
訪
問
団
が
来
町
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勤労青年国内研修

　足寄ジュニアブラスバンド（笹本瑞季団長・

団員14人）の第19回定期演奏会が足寄小学校

で開催され、１００人が来場しました。足寄

小学校校歌の演奏でスタートし、昨年８月の

帯広地区コンクールで金賞を受賞した「虹の

翼」など全15曲が演奏され、会場は心地よい

音色に包まれました。

感謝の気持ちをこめて
　仲間と共に教養や文化を楽しく学ぶ、ふる

さと足寄１００年塾・生きがいスクール（町

教育委員会主催）の第15期卒塾式が町民セン

ターで行われました。式では、塾生14人に藤

代和昭教育長から一人一人に修了証が手渡さ

れたほか、塾生代表の白沢嗣栄さんが多くの友

人を得たことへの感謝の意を述べました。

共に学ぶ喜び

熱戦を繰り広げる
　第52回防犯かるた大会（町防犯協会主催、

後藤次雄会長）が老人憩の家で開催され、小

学生の部に６人、一般・高齢者の部に12人が

参加しました。参加者は、町下の句かるた振

興会（大貫弘成会長）の会員らによる読み上

げに集中し、真剣な表情で札を取り合ってい

ました。

　勤労青年を道外に派遣し、研修を通じて広

い視野のきっかけづくりや実践力のある青年

リーダーを育成することを目的に、平成30年

度勤労青年国内研修が行われ４人が参加しま

した。参加者は九州大学で講義を受講したり

歴史・文化史跡を視察するなど、今後の青年

活動に向けて多くのことを学びました。

2/13
-18

3/2

練習の成果を披露
　第28回町民芸術祭（実行委員会主催）が町

民センターで開催され、町内外から２３０人

が来場しました。ステージには町内で芸術活

動している17団体１個人が出演。出演者は踊

りや歌、楽器演奏など日頃の練習の成果を披

露し、詰め掛けた観客からは大きな拍手や歓

声上がっていました。

3/3

3/11 災害に備えて
　第33回ふるさとを考える町民のつどい（町

自治会連合会主催・齋藤健司会長）があしょ

ろ銀河ホール21で開催され、約１００人が参

加しました。宮城県で「すがとよ酒店」を営

む菅原文子さんを講師に迎え、東日本大震災で

被災した経験から、災害時の状況や備えの重

要性、復興に向けた思いなどを講演しました。

2/16

3/19

　第42回読書感想文コンクールの表彰式が町

民センターで開催されました。町内の小中学

校から４７５点の応募があり、51点の作品が

入賞しました。受賞者を代表して藁谷桃花さん

（足寄中３年）が「読書は面白さや感動、知

識を与えてくれ、自分にとって必ず良い刺激

になる」と話しました。

読書感想文コンクール 3/11

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真

を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

2/16１年間を振り返って
　「すすめ！あしょろ☆冒険王」（町教育委

員会ほか主催）の冒険終了式がネイパル足寄

で開催され、登録する町内の小学生38人が参

加しました。式では、子どもたちの１年間の

活動を称え、参加回数に応じて金・銀・銅の

メダルが贈られ、子どもたちは誇らしげな表

情を見せていました。
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卒

業
・
卒

園

お

め

で

と

う

農場を継承した仁木さん（前列左から３人

目）と中尾さん（左から２人目）、松多さん（左

から４人目）と大八木さん（左から５人目）

足寄高等学校

芽 登 小 学 校

螺 湾 小 学 校

町認定こども園どんぐり

上利別保育所螺 湾 保 育 所

芽 登 保 育 所

大誉地小学校

足 寄 小 学 校

足 寄 中 学 校

新
規
就
農
者
を
激
励

　
　
　

月
28
日
町
農
業
再
生
協
議
会
（
安
久

津
勝
彦
会
長
）
主
催
に
よ
る
新
規
就
農
者
激

励
会
が
町
内
の
飲
食
店
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
新
規
就
農
志
向
者
認
定
を
受
け
、
本
年

１
月
に
リ
レ
ー
方
式
で
経
営
を
継
承
し
た
仁

木
賢
治
さ
ん

と
松
多
崇
さ
ん

を
激
励
し
よ
う
と
と

同
協
議
会
の
関
係
者
16

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

安
久
津
会
長
よ
り
「
地
域
で
信
頼
さ
れ
る
農

業
者
に
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
新
規
就
農

者
の
２
人
よ
り
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
認
定
の
新
規
就
農
者
は
こ
れ
で
15

・
16

組
目
と
な
り
、
現
在
、
２
組
が
酪
農
で
の
就

農
に
向
け
て
研
修
を
終
え
準
備
中
で
す
。

　
　
　

月
22

日
家
畜
の
ふ
ん
尿
を
処
理
し
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
施
設
「
Ｊ
Ａ
あ
し
ょ

ろ
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
内

覧
会
と
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
町
農
業
協
同
組
合
（
新
津

賀
庸
代
表
理
事
組
合
長
）
が
平
成
29

年
７
月

に
着
工
し
本
年
１
月
に
完
成
。
４
月
か
ら
本

格
稼
動
さ
れ
ま
す
。
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷

地
に
原
料
投
入
棟
や
再
生
敷
料
製
造
装
置
、

発
酵
槽
、
消
化
液
貯
留
層
、
発
電
機
棟
な
ど

が
整
備
さ
れ
、
同
地
区
の
酪
農
家
を
中
心
に

近
隣
の
農
家
か
ら
運
ば
れ
た
乳
牛
の
ふ
ん
尿

（
成
牛
１
０
０
０
頭
規
模
）
お
よ
び
Ｊ
Ａ
農

産
加
工
残
渣
を
１
日
あ
た
り
約
80
ト
ン
を
処

理
す
る
能
力
を
有
し
ま
す
。

　

ふ
ん
尿
は
、
密
封
さ
れ
悪
臭
が
漏
れ
る
こ

と
が
な
い
メ
タ
ン
発
酵
槽
で
有
機
物
が
分
解
。

消
化
液
と
バ
イ
オ
ガ
ス
に
分
け
ら
れ
、
消
化

液
の
固
分
は
殺
菌
処
理
し
た
再
生
敷
料
（
牛

の
寝
床
）
と
し
て
牛
舎
へ
、
液
分
は
液
肥
（
畑

の
肥
料
）
と
し
て
農
地
に
還
元
し
て
有
効
利

用
さ
れ
ま
す
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
の
成
分
は
メ
タ
ン
約
60

％
、

二
酸
化
炭
素
が
約
40

％
と
水
分
、
わ
ず
か
な

硫
化
水
素
を
含
ん
で
い
ま
す
。
バ
イ
オ
ガ
ス

は
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
の
燃
料
と
し
て
使

わ
れ
、
電
気
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固

定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を
活
用
し
て

売
電
し
、
排
熱
は
場
内
設
備
の
加
温
等
に
使

わ
れ
ま
す
。

　

大
誉
地
（
中
大
誉
地
集
落
）
の
中
尾

久
さ
ん

の
農
場
を
引
き
継
ぐ
仁
木
さ
ん

は
大

誉
地
出
身
。
中
尾
さ
ん

と
仁
木
さ
ん

の
父
で

あ
る
軍
治
さ
ん

に
仕
事
を
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
一
緒
に
働
き
、
先
祖
代
々
の
土

地
と
歴
史
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
自
分
へ
の
挑
戦
で
あ
る
と
い
う
決

意
を
胸
に
就
農
を
志
し
ま
し
た
。
幼
少

期
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
中
尾
農
場
で
各

種
作
物
の
植
え
付
け
か
ら
収
穫
・
各
種

講
習
会
参
加
な
ど
１
年
間
の
研
修
を
終

え
、
町
新
規
就
農
認
定
で
畑
作
で
は
初

め
て
の
独
立
と
な
り
ま
す
。

　

上
利
別
（
庄
内
地
区
集
落
）
の
大
八

木
昭
治
さ
ん

の
牧
場
を
引
き
継
ぐ
松
多
さ
ん

は
福
岡
県
出
身
。
子
ど
も
の
頃
よ
り
、

祖
父
の
影
響
で
自
然
や
動
物
に
触
れ
る

喜
び
を
覚
え
、
大
学
の
授
業
や
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
で
酪
農
現
場
を
体
験
。
農
業

の
楽
し
さ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
た
こ
と

か
ら
、
自
ら
農
業
経
営
を
実
践
し
、
農

業
の
楽
し
さ
を
周
り
の
多
く
の
人
に
伝

え
た
い
と
い
う
思
い
を
持
ち
ま
し
た
。

　

14

年
間
の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
経
験
し

た
後
、
縁
あ
っ
て
大
八
木
牧
場
で
の
就

農
を
目
指
し
、
７
カ
月
間
の
研
修
を
終

え
、
独
立
。
搾
乳
牛
40

頭
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
と
な
り
ま
す
。

３

３ 家
畜
排
せ
つ
物
は
廃
棄
物
か
ら
資
源
へ
！

芽
登
に
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
完
成
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地域交流施設での活動

役
場
の
し
ご
と
「
知
り
た
い
」
「
聞
き
た
い
」
「
学
び
た
い
」

足

寄

町

行

政

出

前

講

座

の

ご

案

内

　

行
政
出
前
講
座
は
、
町
政
に
つ
い
て

「
わ
か
ら
な
い
事
を
教
え
て
ほ
し
い
」

「
学
習
を
深
め
た
い
」
な
ど
の
団
体
や

グ
ル
ー
プ
の
希
望
に
お
応
え
し
て
、
講

師
（
説
明
役
）
と
し
て
町
職
員
を
派
遣

し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
町
政
に
関
す
る
こ
と
の
学
習

の
場
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

町
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
し
て
い

る
人
で
構
成
さ
れ
た
５
人
以
上
の
団
体
や
グ

ル
ー
プ
（
自
治
会
・
同
好
会
な
ど
）

開
催
日
時

　

平
日
の
午
前
10

時
～
午
後
９
時
（
終
了
）

ま
で
の
、
１
時
間
程
度
と
し
ま
す
。

（
担
当
課
の
都
合
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
日

程
を
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

講
座
内
容

　

出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
講
料

　

無
料
（
但
し
、
教
材
等
は
実
費
負
担
と
な

り
ま
す
。
事
前
に
打
合
わ
せ
し
ま
す
。
）

申
込
方
法

　

開
催
予
定
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
ご
希

望
の
テ
ー
マ
を
選
び
、
直
接
ま
た
は
電
話
で 

該
当
講
座
の
担
当
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
講
座
は
皆
さ
ん
に
町
政
に
つ
い
て
の
ご
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

苦
情
や
ご
要
望
の
み
を
お
聞
き
す
る
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
こ
の
主
旨
を
ご
理
解

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

・
講
座
は
、
団
体
な
ど
が
主
催
す
る
学
習
会

等
へ
町
職
員
（
講
師
）
を
派
遣
す
る
形
式
で

行
い
ま
す
の
で
、
準
備
、
会
場
の
確
保
・
設

営
、
司
会
進
行
な
ど
は
主
催
者
側
の
団
体
お

よ
び
グ
ル
ー
プ
に
お
願
い
し
ま
す
。

・
宗
教
ま
た
は
営
利
を
目
的
と
し
た
催
し
な

ど
本
事
業
の
目
的
に
反
す
る
場
合
は
お
受
け

で
き
ま
せ
ん
。

・
質
問
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
場
で
即

答
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

（
後
日
、
回
答
い
た
し
ま
す
。
）

詳　

細

　
　

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
３
５

お申込みから講座開催までの流れ

①受講申込

行政出前講座一覧から希望

する講座を選んだら開催予

定日の１カ月前までに直接

または電話で担当課までお

申込ください。

②日時・内容の調整

希望の内容について詳しく

お聞きし、注意事項などの

説明をいたします。

③開催準備

申込者と講師職員との打ち

合わせ、会場の確保、資料

などの準備を行います。

④講座開催

新
し
い

「
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
が
完
成

　

町
が
建
設
を
進
め
て
い
た
新
し
い
「
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

同
施
設
は
、
町
高
齢
者
等
複
合
施
設
む
す

び
れ
っ
じ
の
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

施
設
」
や
「
地
域
交
流
施
設
」
「
（
既
存
）
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
「
生
活
支

援
長
屋
」
と
と
も
に
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
し
、
高
齢
者
の
地

域
で
の
生
活
を
支
え
る
拠
点
施
設
と
し
て
の

役
割
を
担
い
ま
す
。

今回新設した

　グループホーム

「
む
す
び
れ
っ
じ
」
各
施
設
の
機
能

①
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設

 

（
利
用
定
員
29

人
）

　

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生
活

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
通
い
」
を

中
心
に
「
泊
り
」
「
訪
問
」
の
サ
ー
ビ
ス
を

柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
、
提
供
す
る
在
宅
の
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
要
介
護
（
要
支
援
１
～

要
介
護
５
）
認
定
を
受
け
た
方
が
利
用
で
き

ま
す
。

②
地
域
交
流
施
設

　

運
動
や
趣
味
活
動
、
食
事
、
入
浴
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
町
内
高
齢

者
の
介
護
予
防
を
図
る
た
め
の
施
設
で
、
町

内
高
齢
者
や
高
齢
者
と
の
交
流
を
目
的
と
す

る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
好
き
な
活
動

に
参
加
頂
け
ま
す
。

介
護
予
防
メ
ニ
ュ
ー
の
一
例

【
運
動
】
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操
、
ふ
ま
ね
っ
と
、

い
き
い
き
百
歳
体
操　

な
ど

【
趣
味
】
編
み
物
教
室
、
お
り
が
み
サ
ロ
ン
、

カ
ラ
オ
ケ　

な
ど

【
生
活
】
食
事
、
入
浴　

な
ど

③
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 

（
利
用
定
員
18
人
）

　

要
介
護
（
要
支
援
２
～
要
介
護
５
）
認
定

と
認
知
症
の
診
断
を
受
け
た
方
が
利
用
で
き

る
入
居
型
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
、
家
庭

的
な
環
境
の
下
、
食
事
や
入
浴
な
ど
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
で
認
知
症
状

の
改
善
や
進
行
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

④
生
活
支
援
長
屋
（
利
用
定
員
20

人
）

　

町
内
の
高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
で

の
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
一
時
的
に
滞
在
で
き
る
施
設

で
す
。

例
え
ば
、
こ
の
様
な
場
合
に

・
病
院
を
退
院
し
た
け
れ
ど
、
自
宅
で
暮
ら

す
の
は
ま
だ
不
安
…

・
冬
は
自
力
で
除
雪
が
で
き
な
い
の
で
、
自

宅
で
暮
ら
せ
な
い
…

町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

　

む
す
び
れ
っ
じ
は
、
役
場
福
祉
課
や
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
者
が
元
気
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
利

用
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
明
る
い
施
設
運
営

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
利
用
や
料
金
等
に
つ
い
て
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

む
す
び
れ
っ
じ
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

 

☎
28

－

０
１
７
７

　

役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
１
３
１

グループホーム２

Ｈ30築

グループホーム

Ｈ26築

生活支援長屋

Ｈ26築

小規模多機能施設

Ｈ25築

地域交流施設

Ｈ25築

中庭
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中央老人クラブでの「いきいき百歳体操」

三
次
喫
煙
に
つ
い
て

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
４
０
０
０
種
類
以
上
の

化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
有

害
と
わ
か
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
２
０
０
種

類
以
上
、
さ
ら
に
そ
の
中
に
40

～
60

種
類
の

発
が
ん
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
ば

こ
の
煙
が
体
に
悪
い
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
の
方
が
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
が
、
た
ば
こ

を
吸
っ
て
い
る
人
が
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て

吸
い
こ
む
「
主
流
煙
」
と
、
火
の
つ
い
た
た

ば
こ
の
先
か
ら
立
ち
上
る
「
副
流
煙
」
で
は

副
流
煙
の
方
が
有
害
物
質
を
多
く
含
ん
で
お

生活支援体制整備事業が始まっています

　

国
は
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る

平
成
37

年
に
向
け
、
全
市
町
村
で
効
果
的
な

介
護
予
防
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
状
況

　

本
町
の
平
成
31

年
２
月
末
の
高
齢
化
率
は

39

．
１
％
、
後
期
高
齢
者
（
75

歳
以
上
）
の

割
合
は
21

．
９
％
と
、
全
国
平
均
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
こ
と
で

生
じ
る
大
き
な
問
題
の
１
つ
が
高
齢
者
等
を

支
え
る
人
材
の
不
足
で
す
。
５
年
前
の
平
成

26

年
２
月
末
で
は
、
75

歳
以
上
の
高
齢
者
１

人
を
３
．
44

人
で
支
え
て
い
た
の
に
対
し
て
、

平
成
31

年
２
月
末
に
は
３
．
06

人
ま
で
減
少

し
て
お
り
、
平
成
37

年
に
は
２
．
34

人
（
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
推
計
）
ま

で
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
こ
う
し
た
状
況
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
本
町
で
は
何
が
課
題
と
な
り
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
を
共
有

し
、
考
え
る
場
と
な
る
「
足
寄
町
生
活
支
援
・

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
整
備
推
進
協

議
体
」
を
設
置
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
高

齢
者
の
生
活
支
援
・
介
護
予
防
体
制
整
備
の

中
心
と
な
り
、
地
域
資
源
の
把
握
や
支
援
ニ

ー
ズ
と
サ
ー
ビ
ス
を
繋
げ
る
「
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
代

わ
り
ま
し
た
！

　

「
私
自
身
、
こ
の
足
寄
町
で
生
ま
れ
育
ち
、

で
き
れ
ば
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
先
こ

の
足
寄
町
で
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

と
、
正
直
不
安
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

『
ず
っ
と
こ
の
町
で
暮
ら
し
た
い
』
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
に
、
少
し
で
す
が
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

平
成
37

年
に
向
け
た
取
り
組
み

　

平
成
37

年
に
向
け
て
、
２
つ
の
大
き
な
目

的
に
沿
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

①
「
高
齢
者
自
身
の
自
発
的
な
参
加
意
欲
に

基
づ
く
継
続
性
の
あ
る
介
護
予
防
の
実
施
」

②
「
多
様
な
主
体
に
よ
る
多
様
な
生
活
支
援

を
確
保
す
る
」

　

昨
年
度
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
訪
問
し
、
平
成
37

年
に
向
け
た
課
題
や
目
指
す
方
向
性
に
つ
い

て
確
認
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ

れ
ぞ
れ
の
介
護
予
防
を
図
る
た
め
、
芽
登
・

上
足
寄
・
中
央
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
週
１
回

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
旭
町
・

下
愛
冠
・
平
和

の
老
人
ク
ラ
ブ

で
は
地
域
の
生

活
支
援
と
し
て

「
配
食
サ
ー
ビ

ス
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
担
っ

て
頂
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と
安
心
し

て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
「
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
地
域
の
集

ま
り
に
参
加
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

無
理
の
な
い
範
囲
で
で
き
る
介
護
予
防
や

生
活
支
援
の
地
域
資
源
を
１
つ
１
つ
増
や
し

て
い
く
、
平
成
37

年
に
向
け
た
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
１
３
１

山田　美香さん

り
、
そ
の
煙
を
周
囲
の

ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
等
の
ニ

コ
チ
ン
代
替
療
法
の
活
用

が
お
す
す
め
で
す
。
ニ
コ

チ
ン
ガ
ム
と
一
部
の
ニ
コ

さ
ら
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
本
当
に
家

族
を
煙
か
ら
守
る
た
め

に
は
禁
煙
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

は
、
子
ど
も
を
三
次
喫
煙
に

人
が
吸
い
込
む
こ
と

を
受
動
喫
煙
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
主
流

煙
は
一
次
喫
煙
、
受

動
喫
煙
は
二
次
喫
煙

と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

三
次
喫
煙
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

三
次
喫
煙
と
は
、
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ

チ
ン
パ
ッ
チ
は
薬
局
で
購
入
で
き
ま
す
が
、

内
服
薬
は
禁
煙
外
来
の
受
診
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
禁
煙
外
来
に
は
医
療
保
険
が
適
応
さ

れ
、
３
カ
月
の
治
療
費
用
は
一
般
的
に
は
ニ

コ
チ
ン
パ
ッ
チ
で
約
１
３
０
０
０
円
、
内
服

薬
で
約
２
万
円
で
す
（
詳
し
く
は
医
療
機
関

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
。
１
日
１
箱
た

ば
こ
を
吸
う
人
の
場
合
、
１
箱
５
０
０
円
と

す
る
と
た
ば
こ
代
が
月
に
１
５
０
０
０
円
、

３
カ
月
で
約
４
５
０
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

禁
煙
外
来
に
通
院
し
て
禁
煙
に
取
り
組
む
方

が
金
銭
面
で
も
お
得
で
す
。

　

今
後
、
喫
煙
が
で
き
る
場
所
を
探
す
こ
と

が
さ
ら
に
難
し
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
、

喫
煙
さ
れ
て
い
る
方
は
自
分
の
た
め
、
周
り

の
人
の
た
め
に
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

 

☎
25

－

２
５
７
１

国
の
取
り
組
み

　

国
で
は
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の
防
止
を

図
る
た
め
、
平
成
30

年
７
月
に
健
康
増
進
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。

施
行
平
成
32

年
４
月
か
ら
で
す
が
、
一
部
、

そ
れ
よ
り
も
早
く
実
施
さ
れ
る
内
容
も
あ
り

ま
す
。

　

今
年
の
７
月
か
ら
は
学
校
・
病
院
、
役
場

等
の
行
政
機
関
で
敷
地
内
禁
煙
と
な
り
ま
す
。

敷
地
内
禁
煙
と
は
、
建
物
の
外
も
含
め
て
全

域
で
喫
煙
を
禁
止
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
こ
ま
で
厳
し
く
制
限
す
る
の
は
、
換
気
を

し
た
り
分
煙
を
し
て
も
、
周
囲
へ
の
影
響
は

避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
た
め

で
す
。

禁
煙
に
向
け
て

　

た
ば
こ
に
は
依
存
性
が
あ
り
、
症
状
に
よ

っ
て
対
策
が
異
な
り
ま
す
。
朝
起
き
た
後
、

30

分
以
内
に
タ
バ
コ
が
吸
い
た
く
な
る
方
は

防
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
ば
こ
の
臭
い
が
す
る

身
体
で
子
ど
も
を
抱
っ
こ
す
る
と
い
う
こ
と

る
有
害
物
質
が
人
の
髪
の
毛
や
服
、
部
屋
、

車
の
中
な
ど
に
付
い
て
残
っ
た
も
の
か
ら
有

害
物
質
を
吸
い
こ
む
こ
と
で
す
。
た
ば
こ
の

煙
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
は
、
布
製
品
や
壁

紙
等
に
吸
着
し
や
す
い
特
徴
が
あ
り
、
た
ば

こ
を
吸
っ
て
い
る
人
や
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て

い
た
部
屋
な
ど
は
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
な

い
時
で
も
臭
い
や
色
だ
け
で
な
く
有
害
物
質

も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

三
次
喫
煙
で
特
に
危
険
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
の
は
ニ
コ
チ
ン
で
す
。
た
ば
こ
の
依
存
性

を
起
こ
す
原
因
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ニ
コ

チ
ン
は
、
大
気
中
の
亜
硝
酸
と
反
応
し
て
発

が
ん
性
物
質
の
ニ
ト
ロ
ソ
ア
ミ
ン
が
作
ら
れ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

三
次
喫
煙
の
影
響
が
大
き
い
の
は
子
ど
も

　

三
次
喫
煙
の
影
響
を
特
に
受
け
や
す
い
の

は
乳
児
期
か
ら
幼
児
期
の
小
さ
い
子
ど
も
で

す
。
子
ど
も
は
ハ
イ
ハ
イ
で
カ
ー
ペ
ッ
ト
等

の
床
を
這
っ
て
移
動
し
た
り
、
床
に
落
ち
て

い
る
お
も
ち
ゃ
を
口
に
入
れ
た
り
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま

れ
る
有
害
物
質
が
吸
着
し
て
い
た
場
合
、
子

ど
も
は
よ
り
多
く
の
有
害
物
質
を
吸
い
込
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
を
吸
う
人
は
、
換
気
扇
の
下
や
外

に
行
っ
て
分
煙
を
し
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
三
次
喫
煙
の
予

※本文中に記載されている元号については、平成31年以降も平成と表記しています。※本文中に記載されている元号については、平成31年以降も平成と表記しています。
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西町７丁目の一部

オンネトーからの雌阿寒岳（左）と阿寒富士

常盤浄水場

※足寄町のマスコット

キャラクターあゆみちゃん

が印してあります。

い
つ
も
の
む　

い
つ
も
の
水
に　

日
々
感
謝

 
あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道

第16号

平
成
31

年
４
月
１
日
、
西
町
７
丁
目
の
一
部

区
域
の
下
水
道
の
供
用
が
始
ま
り
ま
し
た
！

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
！

施
設
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
！

上
下
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の
届
け
出
は

お
早
め
に
！

下
水
道
へ
の
切
替
工
事
に
つ
い
て

１
．
お
住
ま
い
の
場
所
が
下
水
道
整
備
さ
れ

供
用
開
始
さ
れ
て
い
る
地
域
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

公
共
桝
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
下
水
道
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
へ
の
切
替
は

く
み
取
り
便
所
は
３
年
以
内
に
、
台
所
・
風

呂
等
は
す
み
や
か
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

２
．
指
定
工
事
店
に
工
事
を
依
頼

　

下
水
道
へ
の
切
替
工
事
が
で
き
る
の
は
、

指
定
工
事
店
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
工
事
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
指
定
工
事
店
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

３
．
下
水
道
使
用
ス
タ
ー
ト

　

町
の
検
査
を
完
了
す
れ
ば
、
下
水
道
の
使

用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

※
下
水
道
使
用
料
が
発
生
し
ま
す
。

　

資
金
融
資
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

供
用
開
始
後
５
年
以
内
に
下
水
道
の
排
水

設
備
（
接
続
）
工
事
を
行
う
方
に
、
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

建
設
課
上
下
水
道
室
で
は
、
水
道
・
下
水

道
の
仕
組
み
を
実
際
に
見
て
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
施
設
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
グ
ル
ー
プ
、
団
体
で
の
見
学
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

○
土
、
日
、
祝
日
の
見
学
は
受
け
付
け
し
て

い
ま
せ
ん
。

○
施
設
見
学
の
詳
細
、
お
申
し
込
み
は
建
設

課
上
下
水
道
室
ま
で
。

詳　

細

　
　

役
場
建
設
課
上
下
水
道
工
務
担
当
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次
の
よ
う
な
と
き
は
、
事
前
に
建
設
課
上

下
水
道
室
ま
で
届
け
出
く
だ
さ
い
。

・
転
入
、
転
出
、
転
居
の
と
き

・
１
カ
月
以
上
、
上
下
水
道
を
使
用
し
な
い

と
き

・
上
下
水
道
の
使
用
者
が
変
わ
る
と
き

・
上
下
水
道
の
用
途
が
変
わ
る
と
き

　

（
家
事
用
か
ら
業
務
用
へ
の
変
更
な
ど
）

・
上
下
水
道
を
再
び
使
用
す
る
と
き

・
家
を
取
り
壊
し
て
上
下
水
道
を
廃
止
す
る

と
き

公共桝のフタ

排水設備等改造資金補助金

下水終末処理場

種　　　　別 水洗トイレ 排水設備
水洗トイレ

＋排水設備

補助金額

３年以内 35,000円 15,000円 50,000円

４年以内 33,000円 12,000円 45,000円

５年以内 30,000円 10,000円 40,000円

※ 補助の限度個数は、建物１戸につき水洗

化工事・排水設備工事それぞれ２補助ま

でとします。（返済不要）

あ
し
ょ
ろ

ふ

る

さ
と

再
発
見

　

第１回
　

広
い
足
寄
町
の
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
雌
阿
寒
岳
】

　

日
本
百
名
山
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
雌
阿

寒
岳
は
、
約
２
万
年
前
か
ら
火
山
活
動
が
始

ま
り
、
何
度
も
噴
火
を
繰
り
返
し
、
10

の
山
々

に
よ
っ
て
複
雑
に
形
成
さ
れ
た
山
体
を
し
て

い
ま
す
。
現
在
で
も
火
山
活
動
は
続
い
て
お

り
、
山
頂
付
近
で
は
生
き
て
い
る
火
山
の
独

特
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
６
月
第
１
日
曜
日
に
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、
夏
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
が
本
格
的

に
始
ま
り
ま
す
。

　

標
高
１
４
９
９
メ
ー
ト
ル
と
比
較
的
登
り

や
す
い
山
で
、
年
間
１
万
人
以
上
の
人
が
、

山
麓
部
の
樹
林
帯
か
ら
ハ
イ
マ
ツ
帯
、
岩
場
、

砂
礫
帯
と
山
頂
に
向
か
い
変
化
し
て
い
く
景

色
を
見
な
が
ら
登
山
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

詳　

細　

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
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登
山
さ
れ
る
方
へ

　

雌
阿
寒
岳
は
山
頂
ま
で
の
往
復
で
４
か
ら

５
時
間
程
度
を
要
し
ま
す
。
登
山
の
際
は
、

十
分
に
時
間
的
余
裕
を
も
っ
て
装
備
を
整
え

た
上
、
望
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

月
22

日
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
（
町
教
育
委
員
会
主
催
）

が
足
寄
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
同
校
の

部
活
動
に
加
入
し
て
い
る
１
・
２
年
生
約
80

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

㈱
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ア
カ

デ
ミ
ー
グ
ル
ー
プ
か
ら
村
田
和
哉
さ
ん

（
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
）
と
田
村
優
佳
さ
ん

（
ダ

ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
）
を
講
師
に
迎
え
、
生
徒

は
「
運
動
前
に
は
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
体

を
温
め
る
よ
う
に
し
て
」
「
技
術
よ
り
も
ス

ト
レ
ッ
チ
や
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
を
す
る
習
慣
づ

け
が
大
切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

運
動
の
前
後
に
行
う
効
果
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ

や
体
の
動
か
し
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
　
　

月
23

日
に
は
、
村
田
コ
ー
チ
と
、
田

村
コ
ー
チ
、
池
田
剛
基
主
査
（
町
教
育
委
員
会
）

を
招
き
、
第
25

回
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

会
（
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
、
町
教
育
委

員
会
主
催
）
が
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
入
す
る
小
学

生
や
指
導
者
ら
１
１
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
効
果
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ
方
法
な
ど

を
学
ん
だ
後
、
じ
ゃ
ん
け
ん
リ
レ
ー
や
綱
引

き
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
で
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム
で
、
優
勝
を
目
指
し
楽
し
く

交
流
し
ま
し
た
。

２

２

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
コ
ー
チ
を
招
い
て
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消費生活
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髙安ユミ子消費生活相談員
第77回

か
も
。
教
え
て
！
高
安
さ
ん
」

ユ
ミ
子
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
説
明
す
る
ね
。
消

費
生
活
っ
て
い
う
の
は
『
物
を
買
っ
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
』
を
言
う
の
。

人
は
全
て
を
自
給
自
足
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
で
し
ょ
う
？
日
常
生
活
で
水
を
飲
む
、
電

気
を
つ
け
る
。
朝
ご
は
ん
に
パ
ン
や
牛
乳
を

購
入
し
て
食
べ
た
り
す
る
の
も
消
費
生
活
を

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
」

ア
ユ
ミ
「
な
る
ほ
ど
！
じ
ゃ
あ
、
大
人
も
子

ど
も
も
み
ん
な
消
費
生
活
を
し
て
い
る
っ
て

こ
と
ね
」

ユ
ミ
子
「
そ
う
な
の
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
に

と
っ
て
消
費
生
活
は
大
事
な
こ
と
な
の
、
で

も
ね
、
時
々
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
こ
と
も
あ

る
の
」

ア
ユ
ミ
「
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
ど
ん

な
こ
と
が
あ
る
の
？
」

ユ
ミ
子
「
例
え
ば
、
自
宅
に
い
き
な
り
業
者

が
来
て
『
よ
く
分
か
ら
な
い
う
ち
に
必
要
の

な
い
商
品
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
』
と
か
、
電

話
で
『
〇
〇
の
料
金
が
今
よ
り
安
く
な
り
ま

す
よ
』
な
ど
と
言
わ
れ
て
た
け
ど
、
不
用
な

契
約
も
つ
い
て
い
た
、
な
ん
て
い
う
こ
と
が

あ
る
の
。
消
費
者
が
後
で
『
や
っ
ぱ
り
止
め

た
い
』
と
言
っ
て
も
『
い
っ
た
ん
、
承
諾
し

た
の
だ
か
ら
も
う
止
め
ら
れ
な
い
』
と
か
『
止

め
る
な
ら
手
数
料
を
払
え
』
と
言
わ
れ
て
、

諦
め
て
お
金
を
払
う
こ
と
に
な
っ
た
な
ど
が

あ
る
の
」

ア
ユ
ミ
「
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い

た
こ
と
あ
る
わ
！
そ
ん
な
時
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
？
」

ユ
ミ
子
「
そ
ん
な
と
き
は
、
な
る
べ
く
早
く

相
談
し
て
ね
」

ア
ユ
ミ
「
分
か
っ
た
！
相
談
は
ど
こ
に
す
れ

ば
い
い
の
？
」

ユ
ミ
子
「
消
費
生
活
相
談
所
か
役
場
住
民
課

に
相
談
し
て
ね
。
相
談
員
が
不
在
の
場
合
は

役
場
に
連
絡
し
て
ね
」

ア
ユ
ミ
「
こ
れ
か
ら
困
っ
た
時
に
は
『
す
ぐ

消
費
生
活
相
談
所
に
相
談
』
ね
！
」

詳　

細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）
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午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30

分

　
　
　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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足寄消防署より

　

４
月
20

日
か
ら
30

日
ま
で
の
11

日
間
、

「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

　

火
の
確
認
」
を
防

火
標
語
と
し
て
全
道

一
斉
に
春
の
火
災
予

防
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
が

吹
く
な
ど
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
火
災

予
防
意
識
の
向
上
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を

防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の

で
す
。
火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、

一
人
一
人
が
防
火
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
日
頃
か
ら
火
気
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
て
、
火
災
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

期
間
中
、
足
寄
消
防
署
・
足
寄
消
防
団
で

は
、
夜
間
警
戒
や
町
内
３
店
舗
で
の
防
火
Ｐ

Ｒ
、
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
防
火
訪
問
（
対

象
は
、
満
75

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
）

を
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

野
火
に
は
注
意
を
！

　

例
年
、
春
に
な
る
と
、
野
火
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
乾
燥
し
た
空

気
と
強
風
の
影
響
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
人

や
建
物
に
燃
え
移
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事

例
も
あ
り
ま
す
。
燃
え
移
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
よ
り
、
財
産
を
失
い
、
最
悪
の
場
合
、
け

が
や
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
初

は
小
さ
な
火
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
気
象
条

件
に
よ
っ
て
は
、
す
ぐ
に
枯
草
に
着
火
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
火
が
拡
大
し
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
河
川
敷
や
山
林
で
の

火
の
取
り
扱
い
は
十
分
に
注
意
し
、
ご
み
焼

き
や
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
30
年
火
災
件
数

　

昨
年
の
火
災
件
数
は
、
建
物
火
災
３
件
、

車
両
火
災
１
件
、
そ
の
他
の
火
災
（
枯
草
等

が
燃
え
た
火
災
）
３
件
で
、
合
計
７
件
発
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
新
学
期
、
新
生

活
等
で
生
活
環
境
が
変
わ
り
慌
た
だ
し
い
時

期
と
な
り
ま
す
。
普
段
気
を
付
け
て
い
る
こ

と
や
注
意
し
て
い
る
こ
と
を
、
う
っ
か
り
忘

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

火
の
用
心
」
こ

の
合
言
葉
を
忘
れ
ず
に
火
の
取
り
扱
い
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
を
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
煙
を
感

知
し
て
、
音
声
や
警
報
音
で
火
災
が
発
生
し

た
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
、
火
災
を

早
期
に
発
見
し
、
火
災
初
期
の
段
階
で
消
火

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
や
大
切
な
人
の
命
、

大
切
な
財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
自
宅
に
は
住
宅
用
火
災
警
報

器
は
設
置
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
家
の
中
の
ど
こ
に
つ

け
た
ら
良
い
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
設
置
す

る
場
所
は
寝
室
で
、
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場

合
は
、
階
段
の
天
井
に
も
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
す
で
に

設
置
し
て
い
る
方
も
、
ご
自
宅
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
正
常
に
作
動
す
る
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
設
置
し
て
か
ら
長
時
間
経
過
し
て

い
る
と
、
部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
で
、
火

災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
自
宅
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
の
ボ

タ
ン
を
押
し
た
り
、
紐
を
引
い
た
り
し
て
、

正
常
に
動
く
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
少
な
く
と
も
半
年
に
一
回
は
点
検
を

し
て
、
維
持
管
理
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

（
警
報
器
の
電
池
の
寿
命
の
目
安
は
約
10

年

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

詳　

細　

足
寄
消
防
署
予
防
課
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春
の
火
災
予
防

運
動
に
つ
い
て

年
間
出
動
件
数 

（
３
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動 

92
件
（
23
件
減
）

火
災
出
動 

０
件
（
２
件
減
）

 

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

消
費
生
活
っ
て

な
ぁ
に
？
の
巻

ユ
ミ
子
「
ア
ユ
ミ
ち

ゃ
ん
『
消
費
生
活
』

っ
て
聞
い
た
こ
と
は

あ
る
？
」

ア
ユ
ミ
「
聞
い
た
こ

と
は
あ
る
け
ど
…
う

ま
く
説
明
で
き
な
い

「
よ
う
こ
そ
、
足
寄
へ
！
」

　

国
際
交
流
員
の
リ
ヴ
ァ
イ
で
す
。
３

月
５
日
に
着
任
し
た
ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
ボ

ー
ウ
ィ
ー
さ
ん

と
交
代
で
、
こ
の
コ
ー
ナ

ー
を
受
け
持
ち
な
が
ら
、
国
際
交
流
員

の
仕
事
や
カ
ナ
ダ
の
文
化
な
ど
を
お
伝

え
し
ま
す
。

　

さ
て
、
雪
が
解
け
は
じ
め
、
足
寄
町

に
も
よ
う
や
く
春
が
来
た
こ
と
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
春
は
、
私
が
最
も
好
き
な
季

節
で
す
。
桜
が
咲
き
、
太
陽
が
体
を
暖

り
た
い
そ
う
で
す
。
24

歳
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル

は
、
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
っ
て
日
本
の
文
化

や
日
本
語
を
勉
強
し
、
足
寄
町
の
皆
さ
ん

と
交
友
関
係
を
築
き
た
い
と
言
っ
て
い
ま

す
。
も
っ
と
日
本
語
を
話
せ
る
よ
う
に
が

ん
ば
る
の
で
、
皆
さ
ん
辛
抱
強
く
待
っ
て

い
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

彼
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
中
で
も
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
と
ゴ
ル
フ
が
大
好
き
と
の

こ
と
。
皆
さ
ん
が
今
ま
で
私
に
し
て
く
れ

た
よ
う
に
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
を
見
か
け
た
ら
、

気
軽
に
声
を
掛
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

め
、
北
海
道
の
長
い
冬
か
ら

気
持
ち
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

せ
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
春

の
訪
れ
と
と
も
に
、
足
寄
町

に
は
新
し
く
国
際
交
流
員
と

し
て
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル

は
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
で

生
ま
れ
育
ち
、
日
本
を
訪
れ

る
の
は
今
回
が
初
め
て
と
の

こ
と
で
す
が
、
こ
の
地
に
来

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
た
く
さ
ん
関
わ

ミッチェル（左）とリヴァイ（右）

昨年の春の火災予防運動の様子

住宅用火災警報器を定期的に

作動確認しましょう

　国際交流員コラム　　　No.1

Hello! Friends!



1819 ２０１９年（平成31年）４月号　広報あしょろ２０１９年（平成31年）４月号　広報あしょろ

Ⓕ…ファクス

Ⓗ…ホームページアドレス

Ⓜ…メールアドレス

お
知
ら
せ

風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

昭
和
37

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54

年
４
月

１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、
こ
れ

ま
で
公
的
な
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な

く
、
抗
体
保
有
率
が
他
の
世
代
に
比
べ
て
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
34

年

３
月
31

日
ま
で
の
期
間
に
限
り
同
期
間
に
生

ま
れ
た
男
性
を
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
の

対
象
者
と
し
、
無
料
で
抗
体
検
査
・
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
を
発

行
し
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
の
発
行
時
期
な
ど
詳
細
が
決
ま

り
次
第
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

☎

25

－

２
５
７
１

有
害
鳥
獣
駆
除
実
施
中

　

町
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
や

林
業
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
、
北
海
道
猟
友

会
足
寄
支
部
の
協
力
に
よ
り
有
害
鳥
獣
駆
除

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
有
害
鳥
獣
駆
除
実
施

期
間
中
に
山
菜
採
り
な
ど
で
山
林
や
畑
、
牧

草
地
の
周
囲
を
歩
く
際
は
、
目
立
つ
服
装
で

入
林
し
設
置
さ
れ
て
い
る
わ
な
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

期
間　

４
月
１
日
㈪
～
10

月
末
お
よ
び
平
成

32

年
３
月

区
域　

足
寄
町
全
域
（
鳥
獣
保
護
区
は
除
く
）

使
用
す
る
道
具　

銃
器
、
く
く
り
わ
な
、
囲

い
わ
な

詳
細　

役
場
経
済
課
林
業
振
興
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
４
４

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
制
度
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

継
続
的
に
介
護
を
行
う
た
め
に
は
、
経
済

的
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
が

終
了
し
た
後
の
生
活
を
視
野
に
入
れ
て
考
え

て
も
、
経
済
的
基
盤
は
重
要
で
す
。

　

介
護
に
直
面
し
て
も
、
す
ぐ
に
退
職
す
る

こ
と
な
く
仕
事
と
介
護
を
両
立
す
る
た
め
の

制
度
を
活
用
し
て
、
介
護
し
な
が
ら
仕
事
を

続
け
ま
し
ょ
う
。

　

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
介
護

保
険
制
度
や
介
護
休
業
制
度
等
に
つ
い
て
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ　

「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
で
検
索

詳
細　

北
海
道
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部

指
導
課
☎

０
１
１

－

７
０
９

－

２
７
１
５

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き

　

確
定
申
告
を
提
出
し
た
後
で
計
算
誤
り
な

ど
申
告
し
た
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
に

気
が
付
い
た
場
合
は
、
訂
正
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
、
確
定
申
告
す
る
こ
と
を

忘
れ
て
い
た
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
申

告
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
書
、
修
正
申
告
書
お
よ
び
更
正

の
請
求
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成

で
き
ま
す
。

詳
細　

十
勝
池
田
税
務
署

☎

０
１
５

－

５
７
２

－

２
１
７
１

国
税
庁　

Ⓗh
ttp
s
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

ナ
ス
バ
の
援
護
制
度
を
ご
活
用
く
だ

さ
い

　

ナ
ス
バ
（
自
動
車
事
故
対
策
機
構
）
で
は
、

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に
よ
る
重
度

後
遺
障
害
（
脳
損
・
脊
損
）
に
よ
り
介
護
を

要
す
る
方
に
後
遺
障
害
の
程
度
な
ど
に
応
じ

て
月
額
２
９
２
９
０
円
～
１
３
６
８
８
０
円

を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
（
バ
イ
ク
を
含
む
）
事
故

で
保
護
者
を
亡
く
さ
れ
た
児
童
な
ど
を
対
象

と
し
た
会
費
無
料
の
友
の
会
を
運
営
し
旅
行

会
や
絵
画
、
書
道
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
交
通
遺
児
に
対
す
る
育

成
資
金
の
無
利
子
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
釧
路
支
所

☎

０
１
５
４

－

32

－

７
０
２
１

海
外
研
修
交
流
事
業
参
加
者
募
集

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
お
互
い
の

理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
海
外
研
修
交
流
事
業
の
各
コ

ー
ス
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
な
ど

研
修
先　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
ジ
ー

日
程　

７
月
26

日
㈮
～
８
月
20

日
㈫
８
～
18

日
間

対
象　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生
の
方

参
加
費　

36

万
円
～
65

万
円

申
込
期
限　

５
月
24

日
㈮
ま
た
は
６
月
７
日

㈮
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

説
明
会　

５
月
に
全
国
10

都
市
で
開
催

詳
細　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会
☎

03

－
６
４
１
７

－

９
７
２
１

Ⓗh
ttp
://w

w
w
.k
s
k
k
.o
r.jp

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
職

員
採
用
試
験
（
前
期
）

　

平
成
32

年
度
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

試
験
案
内
は
、
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務

課
、
十
勝
管
内
各
消
防
署
、
帯
広
市
役
所
１

階
総
合
案
内
で
４
月
15

日
か
ら
配
布
す
る
ほ

か
、
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
申
し
込
み
前
に
、

必
ず
試
験
案
内
で
受
験
資
格
と
申
し
込
み
方

法
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
区
分　

大
学
卒
、
短
大
卒
、
救
急
救
命
士

受
付
期
間　

４
月
22

日
㈪
～
５
月
13

日
㈪

試
験
日　

６
月
２
日
㈰
に
一
次
試
験
（
一
般

教
養
、
適
正
試
験
）
※
二
次
試
験
以
降
の
日

程
は
試
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
会
場　

と
か
ち
広
域
消
防
局
庁
舎

詳
細　

と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課
人
事
給

与
係
☎

０
１
５
５

－

26

－

９
１
２
１

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募
集

募
集
種
目　

①
一
般
幹
部
候
補
生　

②
歯
科

幹
部
候
補
生　

③
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

応
募
資
格　

①
22

歳
以
上
26

歳
未
満　

②
20

歳
以
上
30

歳
未
満　

③
20

歳
以
上
28

歳
未
満

※
４
月
１
日
現
在

受
付
期
限　

５
月
１
日
㈬
ま
で

試
験
日　

①
５
月
11

日
㈯
・
12

日
㈰

②
③
５
月
11

日
㈯

詳
細　

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎

０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

Ⓗh
ttp
s://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/p
c
o
/o
b
ih
iro
/

善
意
の
ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
へ

・
ほ
く
で
ん
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
佐
々
木

光
広
帯
広
支
店
長
）
か
ら
保
育
に
役
立
て
も

ら
う
た
め

 

手
作
り
折
紙　

ほ
か

退
職
者
（
３
月
31

日
付
）

足
寄
町
発
令

大
野　

雅
司
（
総
務
課
長
）

上
月　

儀
昭
（
経
済
課
参
事
）

佐
竹　

桃
代
（
福
祉
課
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
次
長
）

井
添
三
津
子
（
福
祉
課
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
次
長
）

對
馬　

玲
子
（
福
祉
課
保
健
福
祉
室
主
幹
）

田
中　

豊
子
（
国
民
健
康
保
険
病
院
准
看
護
師
）

寺
本　

圭
佑
（
福
祉
課
総
合
支
援
相
談
室
主
任
） 

内
藤　

由
美
（
福
祉
課
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
公
務
補
）

寺
沢　
　

誠
（
国
民
健
康
保
険
病
院
医
長
）

足
寄
町
教
育
委
員
会
発
令

中
下　

富
枝
（
給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

本別町から陸別町から

エゾムラサキツツジ・エゾヤマサクラに囲まれて

第61回本別山渓つつじ祭り

２０１９ふるさと銀河線りくべつ鉄道

運行開始

　本別公園で春の訪れを感じる「本別山渓つつ

じまつり」。今年もジャンボ義経鍋のほか、多

彩な催しで皆さんのお越しをお待ちしています。

日　時　５月12日㈰午前10時～午後２時
場　所　義経の里本別公園（東町）
内　容　ふわふわランド、ゲーム大会、
　　　　ステージショー　ほか

詳　細　本別山渓つつじ祭り実行委員会事務局
（本別町役場企画振興課商工観光・元気まち担当）

 ☎２２－２１４１

　ふるさと銀河線りくべつ鉄道の本年度の運行

が始まります。国内最長を誇る運転体験やご家

族で楽しめるトロッコの乗車体験で皆さんのご

来場を待ちしています。

期　間　４月27日㈯～10月27日㈰
　　　　※火曜・水曜日は定休日

時　間　午前９時～午後４時30分
　　　　（受け付けは午後４時まで）

　　　　※気動車乗車体験、運転体験Ｓコース

（予約優先）、トロッコ乗車体験が楽

しめます。

　　　　※お盆、町内イベント時には臨時営業

を予定しています。

　　　　※Ｌ・銀河コース（完全予約制）につ

いてはお問い合せください。

　　　　※「新銀河コース」は昨年春の災害の

影響により、本年の運行は予定して

いません。

詳　細　ふるさと銀河線りくべつ鉄道
 ☎２７－２２４４

 https://rikubetsu-railway.jimdo.com/

ご
寄
付
・
ご
寄
贈

町
職
員
人
事

募
　
集

※本文中に記載されている元号については、平成31年以降も平成と表記しています。
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☆早いもので広報業務に携わるよう

になって１年が過ぎようとしてい

ます。季節は流れ、出会いと別れ

の春、職場でも新人を迎え入れ、

新年度がスタート。活気にあふれ

新鮮な姿に、刺激を受けています。

☆この１年間を振り返ると、さまざ

まな出会いや経験をさせていただ

き、広報の担当でなければ味わえ

ないやりがいを実感してきました。

今後は培った経験を生かし、読み

やすい広報紙がみなさんのお手元

に届くように取り組んでいきたい

と思います。

☆今号が平成最後の広報あしょろ。

みなさんは歴史が移り変わる瞬間

までにどんな“平成最後の○○”

をしますか？

齊藤　心
ここ

美
み

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年10月５日生まれ）

　最近のブームは手遊びやまね

っこです。いつも家族みんなを

笑顔にしてくれます。これから

も元気いっぱい育ってほしいで

す。

 克己・美奈恵さ
んの子

 （北３条２丁目）

　３月27日㈬の「ウェタスキウィン市訪問団

の日本文化体験」でのスナップです。　

 （⇒４・５ページ）　

ひとのうごき

３月末の住民基本台帳

人　口　　６，８１２　人　（－99)

　男　　　３，３１７　人　（－59)

　女　　　３，４９５　人　（－40)

世　帯　　３，４６１世帯（－43)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

　「うちの人気者」では２歳前後の子ども

を毎月２～３人掲載しています。

　掲載を希望される方は、お気軽に役場総

務課広報広聴担当までご連絡ください！メ

ールでも受け付けています。

☎２５－２１４１内線３３４

Mail:kouhou@town.ashoro.hokkaido.jp

大道寺　美
み

桜
お

ち
  ゃ
   ん

 （平成29年２月16日生まれ）

　明るく元気で食欲旺盛なみお。

アンパンマンと踊りが大好き。

これからも沢山食べて元気にす

くすくと育ってね。そして、素

敵な笑顔で過ごしてね。

 亮太・あゆかさ
んの子

 （西町３丁目）


